
町
長
の
定
期
便
第 
1
2
1
回

　

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
日
本
列
島
も
各
地
で
桜
の
花
が

満
開
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
も
美
し
い
桜
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

４
月
下
旬
に
は
滝
山
公
園
の
ツ
ツ
ジ
も
満
開
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
花
見

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
4
月
は
入
園
、
入
学
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
ひ
の
っ
こ
保
育

所
53
人
、
黒
坂
小
学
校
2
人
、
根
雨
小
学
校
11
人
、
日
野
中
学
校
28
人
、

そ
し
て
、
日
野
高
校
に
は
58
人
の
新
入
生
が
入
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

少
子
化
の
影
響
で
入
園
・
入
学
者
数
は
少
な
め
で
す
が
、
今
後
そ
の
数
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
13
日
、
日
野
国
際
交
流
協
会
の
成
人
式
が
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の

で
開
か
れ
ま
し
た
。
設
立
か
ら
20
年
を
迎
え
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
国
際

交
流
活
動
な
ど
同
協
会
の
当
初
の
目
的
を
達
し
た
と
し
て
、
成
人
式
と
銘

打
ち
発
展
的
な
解
消
を
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
活
躍
に
敬
意
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
月
20
日
に
は
、
舟
場
の
日
野
川
沿
い
の
土
手
で
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
球

根
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
手
は
桜
並
木
と
な
っ
て
お
り
、
花
見

の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
秋
に
も
花
が
ほ
し
い
と
昨
年
に
引
き
続
き
、

町
内
の
有
志
の
方
々
の
手
で
５
０
０
０
個
の
球
根
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

秋
に
な
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、4
月
7
日
に
は
、「
奥
日
野
た
た
ら
文
化
活
用
検
討
委
員
会
」
か
ら
、

か
つ
て
奥
日
野
で
栄
え
た
「
た
た
ら
文
化
」
の
活
用
に
つ
い
て
提
言
書
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
都
合
山
た
た
ら
跡
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
方
を
示

し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
近
藤
家
を
は
じ
め
と
し
た
町
内
の
歴
史
的
建
造

物
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
８
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

人口　3,362人（-18）

男性　1,549 人（-10） 

女性　1,813 人（-8）

世帯　1,405 戸（-8）

わたしの町
（前月比）

４月 1 日現在届
出
３
月
８
日
～
４
月
７
日
　

敬
称
略

４
月
届
出
分

金
谷
　
　
豊  

　 

90
歳
　
　
根
雨

柳
楽
　
恭
子  

　 

85
歳
　
　
根
雨

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　（
氏
名
）　
　
　
　
　
　

　（
年
齢
）　
　       （
住
所
）

３
月
届
出
分

松
本
喜
志
子
　   

104
歳
　
　
別
所

西
村
　
糸
代
　   

95
歳
　
　
下
榎

松
本
八
重
子
　   

88
歳
　
　
門
谷

中
尾
　
　
博
　   

81
歳
　
　
濁
谷

30

「
た
た
ら
」
の
重
要
性
を
再
確
認

今
後
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

　『えっ？日野町生まれの作家が、芥川賞候補に？』と、地元紙の見出しを見て、
ちまたで話題になり、親近感をもって応援していた人も多かったのではないで
しょうか。
　タイ在住の 32 歳、作家・加藤秀行さんは、千葉県で育ちましたが、生まれ
たのは両親の実家のある日野町の産院でした。だから、プロフィールに「日野
町生まれ」とあったのは、ちょっとうれしかったですね。残念ながら受賞は逃
してしまいましたが、このたび単行本として出版されました（文学界新人賞を
受賞した「サバイブ」も収録）。
　同賞の候補作となった「シェア」は、ネット系アドベンチャー企業を経営す
る元ダンナに、婚約指輪の代わりにもらった会社の株を返すよう言われている
女性が主人公の物語。彼女は相棒のベトナム人女性ミーと共に法律のすき間を
縫って、外国人に余った部屋を「シェア」するビジネスを行っている ･･･。若
い感性で現代を描くこの作家に評者は、「触れればすぐに破れる『今』という薄
い膜に、作者の指は慎重に触れようとしている」（吉田修一）、「新しい扉を目の前で開けてくれる」（綿矢
りさ）、「これはいい素材を手に入れたと思わせた。しかし、この素材はもっと面白くなる。惜しいと思う」

（宮本輝）と書いています。
　これからの活躍を予感させる作品を、ぜひ読んでみませんか？　　　　　（日野町図書館　松田　暢子 )

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～ 『シェア』 加藤秀行  著　/　文藝春秋

入山禁止の山には
入らないようにしましょう
　「入山禁止」「とめ山」などの
表示がある山林などに、無断で
入り山菜などを採らないように
してください。
　町内には入山禁止の区域があ
りますので、ご注意ください。



５月 Ｍ Ａ Ｙ

総務課　　　　    72-0331
健康福祉課　　    72-0334
健康福祉センター           72-1852
地域包括支援センター  72-0339
企画政策課　　    72-0332

住民課        　　　72-0333
建設水道課　    　72-0350
産業振興課　    　72-2101
農業委員会　    　72-2103
出納室    　　　　72-2104

議会事務局　　    72-0335
黒坂支所    　　　74-0211
教育委員会    　　72-2107
学校給食センター　　72-1167
ひのっこ保育所    72-0238

町公民館    　　　74-0212
文化センター    　72-1300
下榎集会所        　72-1191
消費生活相談窓口　72-0336
役場代表（夜間・休日）  72-0331

直
通
電
話

（町内の展示コーナーを紹介します）

■山陰合同銀行根雨支店　　　   「森田書道塾学生展」　　　　　　　  　  　　　　開催中～ 5 月 13 日　

■蔵美術館（上菅）　　  　　      稲澤富夫「ひまわり洋画展」　　　　 　  　　　   ５月１日～５月 31 日

■県西部地震展示交流センター　「各地の地震災害度支援活動写真展」　　　　　　 開催中～ 6 月 30 日

■ＪＲ根雨駅待合室　　   　　　「伯備線写真展」　　　　　　　　　　　 　　　　開催中

■町文化センター・ホワイエ　   「ホールと共に歩む会 20 周年ポスター展」   　　  開催中

■オシドリ資料館　　　　　　　手仕事の仲間たち「冬のしあわせ時間」  　　　　 開催中～ 5 月 31 日
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